
主なマクロ経済指標 2012年 2013年
1. 人口　(百万人) 13.82 13.9 (2013 est)

2. 人口増加率　(%) 2.8 2.8 (2000~2010)

3. 失業率　(%) 13.0 (2010) -

4. 平均寿命　(年齢) - 49.2(男性)/53.4(女性)

5. 実質GDP　(百万米ドル) 20,680 -

6. 名目GDP　(百万米ドル) 23,680 21,360 (2013 est)

7. GDP成長率　(%) 6.1 ~ 6.5 6.9 (2013 est)

8. 一人当たりGNI　(米ドル) 1,358*1 -

9. インフレ率　(%) 6.57 6.9(Oct)

10. 消費者物価指数　(2009年=100) 126.1 (Dec) 133.40(Oct)

11. 貿易収支　(百万米ドル) 1,067 9.94 (Sept)*2

12. 対日貿易収支　(百万米ドル) -97.48*4 -7.16 (Sept)*3

13. 輸出　(総額, 百万米ドル)*5 8,346 925.33 (Sept)*2

14. 対日輸出　(百万米ドル) 50.45*4 3.98 (Sept)*3

15. 輸入　(総額，百万米ドル)*5 7,279 915.38 (Sept)*2

16. 対日輸入　(百万米ドル) 147.94*4 11.15 (Sept)*3

17. 経常収支　(百万米ドル) -1,048 -

18. 対外直接投資　(百万米ドル) 3,448 (2011) -

19. 対内直接投資　(百万米ドル) 12,932 (2011) -

20. 金・外貨準備高　(百万米ドル) 2,616 (2012末) -

21. 対外債務残高　(百万米ドル) 5,445 (2012末) -

22. 為替レート　(対米ドル) 5,100 ZMK 5.32 ZMW(Oct)*5

23. 主要政策金利　(現行，年利%) 9.09 9.75 (Oct)

※(　) 内の年月は，その年あるいは月の確定値／予測値。　　 ※小数点第3位以下四捨五入
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ザンビアの経済概況・月報（2013年10月）

2013年1月1日から通貨クワチャのデノミネーションが実施され，1,000 ZMK

（旧通貨） = 1 ZMW（新通貨）へと通貨単位が変更となった。

主要輸出品目：銅／コバルト／マンガン, 酒類, 硫酸, 金（半製品）, 機械類（ブ
ルドーザー等）, セメント.

主要貿易相手国（輸入）：南アフリカ 29.3%, コンゴ(民) 16.6%, 中国 10.5%,

ケニア 7.8%, インド 4.6%

主要貿易相手国（輸出）：スイス 34.5%, 中国 22.4%, 南アフリカ 15.4%, コ

ンゴ(民) 13.1%, アラブ首長国連邦 2.9%.

1USD=5.33 ZMW（2013年9月のザンビア中央銀行為替相場）を用いて換算

1USD=100円（2013年9月の日銀基準外国為替相場）を用いて換算

1USD=79円（2012年（平均値）の日銀基準外国為替相場）を用いて換算

購買力平価（PPP)による一人当たりGNI

＜2013年9月＞

主要輸入品目：銅／コバルト関連品, 軽油, 機械類, 建造物関連, ガソリン.

*2'

/3'

主要な経済ニュース（10月） 
 

1. “ザンビアの経済成長，緩やかに - 世銀” (Daily, 3日) 

世銀によると，2013年のザンビアの経済成長は，主に農産品の生産量減少により緩やかとなる見込

み。プラビーン・クマール世銀エコノミストは，2013年の実質GDP成長率が，ザンビア政府が予想す

る7.8％を下回る6％となると予想している。 
 

2. “ザンビアの対外債務増加 - 世銀” (Daily, 7日) 

世銀によると，国際機関等による債務救済が行われてザンビアの対外債務は著しく減少したもの

の，2006年以降にまた急速に増えている。ザンビアの対外債務残高は，2007年の11億米ドルから

2012年には34億米ドル（名目伸び率192％）に増えており，債務の構成内容も変化していると述べ

た。 
 

3. “シチンガ農業畜産大臣，メイズ価格上昇を予測” (Post, 11日)  

シチンガ農業畜産大臣によると，ザンビアは周辺諸国の中で唯一のメイズ過剰生産国であるが，周

辺諸国における穀物不足の影響を受けて，2013年末～2014年にかけてザンビアにおけるメイズ価

格は上昇すると予想される。また同大臣は，ザンビアから周辺国に不正に流れるメイズをザンビア政

府が管理することは困難であったため，メイズ等の輸出を禁止する法令に署名したと述べた。 
 

4. “チクワンダ財務大臣，420億クワチャにのぼる2014年度の予算を発表” (Times,  Daily 12

日)  

11日の国民議会において，チクワンダ財務大臣により，426.8億クワチャ（ザンビアのGDP比

30.7％）にのぼる2014年度の予算が発表された。同予算は年率7％以上の経済成長率を目標とし，

「平和と結束の中で，確固とした経済成長と社会的公正の実現に向けて前進する」ことをテーマとす

るもの。国内歳入の295.4億クワチャが同予算に充てられる。（注：同予算では，所得税の課税対象

額を月2,200クワチャから月3,000クワチャへの引き上げ，2年間の公務員給与・賃金のモラトリアム

導入，新規ライセンス取得者（外国投資家）への輸入課税免除措置廃止などが盛り込まれている。） 
 

5. “ザンビアの対外債務，31.3億米ドルに”  (Daily, 14日) 

ザンビアの対外債務は，2012年末の30.8億米ドルから僅かに伸びて，2013年9月末には31．3億米

ドルとなっている。チクワンダ財務大臣によると，この増加は，既存の債務に係る支払超過が原因で

あるとし，2013年9月時点で既存の対外債務に係る利子が9,078万米ドルに上っていると述べた。ま

た，未払金を含めた国内債務残高は，2012年末の151.2億クワチャから22.5％伸びて，2013年9月

には185.2億クワチャとなっているとも述べた。 
 

6. “ザンビア政府，財政政策に係る課題に取り組む計画” (Daily, 15日) 

チクワンダ財務大臣は11日の2014年度予算発表に際して，2014年の財政政策が構造的不均衡に

よって影響を受けるであろうと述べた。同大臣はまた，2013年は財政政策に関して課題の多い年で

あったが，構造的不均衡を生み出している諸政策に取り組むための重要な一歩を踏み出すことがで

きたとも述べた。 
 

7. “魚の輸出実現に向けて” (Daily, 15日)  

チクワンダ財務大臣は，政府が水産養殖の開発促進に努め，漁業関連の研究・マーケティングに係

るインフラを改善して，ザンビアを魚の輸出国にする計画であると述べた。 
 

8. “金融機関の手数料，2014年に減らす計画” (Daily, 16日) 

ザンビア政府は，2014年に異なる複数の支払方法を導入することで，金融機関の手数料を減らすこ

とを計画している。異なる支払方法には，ATM，店頭端末，モバイル，インターネット・バンキングや，

その他e-コマースやe-ガバナンスを含むとチクワンダ財務大臣は述べた。 
 

9. “ザンビアにおける金利，12％低下” (Post, 18日)  

ムナルラ・マテ・シティバンク・ザンビア財務部長は，昨年ザンビア中央銀行が政策金利を導入して以

降，ザンビアにおける金利は12％低下していると述べた。またザンビア経済の成長も金利低下に貢

献しているとも述べた。 
 

10. “トヨタザンビア，アルミくずを寄付” (Times, 21日)  

トヨタ・ザンビア社は，ザンビア・テクノロジー・ビジネス評議会（NTBC）を通じて，チャザンガ・アルミニ

ウム・リサイクル業者（CRE）に対して，前週末の譲渡式にて，37万5,000クワチャ相当のアルミくず

を寄付した。これらのアルミくずは，ルサカで昨今開催された国際デザイン開発サミット（IDDS）にお

けるプロジェクトに使われる。チャザンガの住民には，こうしたアルミくずをリサイクルしてポットやその

他金属製品を作り出し，収入の糧にしている人もいる。 
 

11. “ザンビア政府，エメラルド会社400社への5,000万クワチャの支援” (Times, 25日)  

ザンビア政府は，ZCCM投資ホールディングス公社（ZCCM_IH）を通じ，鉱物探査ライセンスを未行

使の状態である小規模エメラルド会社約400社に対して，5,000万クワチャの支援を担保した。クリス

トファー・ヤルマ鉱山・エネルギー・水開発大臣は，今般の支援が，小規模のエメラルド会社が直面し

ている様々な課題に対処するものとなるであろうと述べた。 
 

12. “ザンビア，36億米ドル相当の投資流入を記録” (Daily, 23日)  

チェンダ商業通商産業大臣は，ザンビアが2013年6月時点で36億米ドル相当の投資流入を記録し

ていると述べた。また同大臣は，2013年から2014年にかけての経済成長率7.7％－7.9％達成に向

けて，ザンビア経済は今のところ順調であり，鉱業，観光業，製造業，農業を含む全ての経済関係セ

クターにおいて，前向きな投資流入を記録しているとも述べた。 
 

13．“ザンビア政府，資本市場参入に係る政令に署名” (Daily, 25日)  

ザンビア政府は，資本市場の参入に係るコストの水平化を図り，事業体がバランスシートの健全性

に基づいて市場に参入することを可能とする政令第82号を発布した。 
 

14．“ザンビア政府，政令第89号の発布と取消し” (Times, 29日) 

ザンビア政府は，未加工の鉱物資源に係る輸出税免除を認めた政令第89号（SI89）を発布したが，

その後，同政令の発布過程において違反があったとして，サタ大統領により無効が決定された。サタ

大統領は，28日の閣議の場でバーリン・ムシスカ・ザンビア歳入庁（ZRA）長官他がチクワンダ

財務大臣を誤った方向に導いてSI89に署名をさせたとして非難し，閣議の場からの退出ととも

に同政令の即時無効手続きを取るよう要請した。 

＜ザンビアの税制度 ～鉱業関連～＞ 
（出典：ザンビア歳入庁，ザンビア採取産業透明性イニシアティブ（ZEITI）） 

 
％。35 ：)Tax (Corporate/Company法人税 .1 

 ルサカ証券取引所に上場している企業は30％。 

％。16: (VAT) 付加価値税．2 

3.  採掘権料(Mineral Royalty)：6%。 

4. 関税及び消費税(Customs & Excise Duty)：  

 関税は商品（コモディティ）毎により，0 – 25%と異なる。鉱業の資本設備に関し

ては免税（ゼロ関税）。鉱石のまま輸出する場合には15%課税される。 

5．源泉徴収税（Withholding Tax）：15%。 

 

※鉱業権を有する者は，採掘や鉱業関連の活動に必要とされる全ての機材に係

る関税，消費税，及びVATを免除される。 

農業 

18% 鉱業 

2% 

製造業 

8% 

電気・ガス・水

道 

3% 

建設業 

27% 

第三次産業 

42% 

GDPのセクター別構成比（2012） 

（出典：ザンビア中央統計局（CSO）データから当館作成） 


